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平成 28 年 4 月例会：次第（平成 28 年 4 月 30 日開催）

１、会長挨拶

２、報告事項

【会員の状況】 平成 28年 4月

（1） 入会者：小熊哲也（Ａ会員 おぐまﾌｧﾐﾘｰｸﾘﾆｯｸ）松本謙二（南草津病院）

樽本祥子（南草津野村病院）・黒瀬洋介（南部健康福祉事務所）

小出一真（てはらクリニック）・鈴木孝世（草津総合病院）

   退会者：駒井慎次郎（済生会滋賀県病院）・北川信一郎（南部健康福祉事務所）

  異 動：なし

（2） 会員の状況（28 年 4月）

      Ａ会員：135 名、 Ｂ会員：155 名、  合計：290 名

新規入会者紹介：問山健太郎（といやまこどもクリニック）２８年４月入会

【総 務 部】

（１）熊本地震被災地への義援金の受付等について
  滋賀県医師会では、「熊本地震」により被災された方々を支援するために、皆さまからの義援

金を受け付けいたします。ついては、募金箱を設置のうえ、県民の皆さまからのご好意の募金を

受け付けてくださるようお願いいたします。お預かりした義援金は、災害救援、復興支援に使わ

れることとなります。会員の皆さまのご理解とご協力を何卒よろしくお願い申し上げます。

なお、案内ポスター及び募金箱は後日、配布いたします。また、各医療機関で受け付けいただい

た義援金の振込口座等については後日、ご案内いたします。

（２）熊本地震及びそれに伴う災害に対する社会福祉法人の寄付金（義援金）支出に関する

特例について
今般の熊本地方で発生した地震及びそれに伴う災害について、その被害がきわめて甚大である

ことから、当該災害に係る寄付金（義援金）の支出について、「東日本大震災に対し社会福祉法

人が寄付金（義援金）を支出することについての特例について」（平成 23 年 4 月 28 日付厚生労

働省老健局高齢者支援課事務連絡）と同様の取り扱いとし、特例的に以下の要件を満たすことを

条件に支出を可能とするとのことであるので、ご確認願いたい。

＜支出要件を満たす条件について＞ ※当該法人の所轄庁と以下の条件について事前に協議す

ること。

①当該法人の運営に支障を及ぼすような金額ではないこと。

②当該法人と特殊な関係が疑われるような者・団体等へ寄付するものではないこと。

③法人内部の意思決定プロセスに違反するものではないか、定款に違反するものではないかの確

認等を行うこと。

※当医師会会員個人の寄付金申し込みは4月27日 FAXにて受付中、締切は5月13日（金）

                                 （総務資料）

（３）[医師資格証]ついて（総務資料 1）

（４）淡海あさがおネット利用状況について（総務資料 2）

（５）滋賀県医療情報連携ネットワークの運用状況及び利用勧奨について（総務資料 3）

（６）会員医療機関が所有する不要又は廃棄予定の水銀体温計・水銀血圧計について

（総務資料 4）

（７）平成 28 年度小児救急医療地域医師研修会の開催ついて（総務資料 5）

（８）日本医師会医師賠償責任保険制度 産業医・学校医等の医師活動賠償責任補償の拡充

について（総務資料 6）

（９）日医かかりつけ医機能研修制度 平成 28年度応用研修会について（総務資料 7）
   と き：平成 28 年 5月 22 日（日）10:00～17:15

   ところ：びわ湖大津ﾌﾟﾘﾝｽホテル コンベンションホール淡海
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（10）平成２８年度第１期の滋賀県医師会および日本医師会の会費について
口座振替ではない会員には請求書を４月下旬に送付するので、速やかにお振り込みください。

口座振替の会員には、4月 27 日（水）に指定口座から引き落としをさせていただきます。

（11）医療法人の設立および解散にかかる申請書類の提出期限について
医療法人の設立および解散については、その認可にあたり県の医療審議会の意見を聞くことと

されているが、平成２８年度の第１回滋賀県医療審議会医療法人部会は平成 28 年 8月上旬に開催

予定であり、当該審議会にかかる申請書類の提出期限は平成２８年６月２４日（金）であるとの

通知があったので、ご了知願いたい。 なお、提出された書類に不備があった場合は、その次の

審議会にまわる場合もあるので、できるだけ早く事前協議を行い申請に備えていただきたいとの

ことである。

詳細：滋賀県健康医療福祉部 健康医療課 医療整備係 TEL 077-528-3625

（12）肝炎治療特別推進事業の実務上の取扱い 一部改正について
本改正は、Ｂ型肝炎に対する核酸アナログ製剤治療の医療費助成更新申請について、更新を行

なう多くの患者において治療内容の変化がないことをふまえ、本年度より簡素化を図るものであ

り、改正点は下記のとおりである。

①更新申請については、診断書以外の添付でも可とする。（診断書の代わりに、検査内容が分か

る資料及び受けている治療内容が分かる資料を添付）

②診断書及び、診断書の代わりに添付する資料は、直近の認定・更新時以降に作成されたものと

する。

（13）地球温暖化防止対策（クールビズ）の実施について
本会では例年、地球温暖化防止に向けて、常識的な判断による夏の軽装（クールビズ）の実践

に取り組んできたところですが、本年も以下の期間で実施いたしますのでご了知願います。

実施期間：平成 28年 5 月 1 日～平成 28 年 10 月 31 日

（14）（報告）特定保健について：受診率ＵＰのため自己負担を 0 にする＆積極的に保健指導

を強化する

（15）（報告）保健調査票＆健康診断事前調査票について

（16）県が備蓄している国有抗毒素について（総務資料 8）

（17）平成 28 年度特定感染症相談・検査事業の実施について（総務資料 9）

（18）滋賀県医師会の 4 月以降の講演会・研修会等の予定表について（予定表）

（19）成人病センター緩和ケアミニ講座の開催について（チラシ）

（20）成人病センター第 32 回湖南がんﾈｯﾄﾜｰｸﾐｰﾃｨﾝｸﾞの開催について（チラシ）

（21）脳卒中啓発データセンター通信の配布について（チラシ）

【学 術 部】

［医療安全］

（１）医薬品の「使用上の注意」の改訂について

    下記医薬品の使用上の注意事項が改訂された。詳細は、医薬品医療機器総合機構「PMDA 医療安

全情報」のページに掲載されているのでご確認いただきたい。

http://www.pmda.go.jp/safety/info-services/drugs/calling-attention/revision-of-prec

autions/0293.html

☆平成 28 年 3 月 22 日付け

①フルニトラゼパム（注射剤）、②ロキソプロフェンナトリウム水和物（経口剤）、③パリペリ

ドンパルミチン酸エステル、④リスペリドン（注射剤）、⑤ベルテポルフィン、⑥フロセミ

ド、⑦ミラベグロン、⑧一般用医薬品ロキソプロフェンナトリウム水和物含有製剤（経口剤）

☆平成 28 年 3 月 29 日付

①ミコフェノール酸 モフェチル

（２）薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業「第 14 回集計報告」について
日本医療機能評価機構では、薬局から報告されたヒヤリ・ハット事例等を収集、分析しており、

今般、平成27 年 7 月から同年 12月までに報告のあった事例を取りまとめた「第 14 回集計報告」

を公表した。
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ついては、同様の事例の再発防止および発生の未然防止のため、標記を活用されたい。

        http://www.yakkyoku-hiyari.jcqhc.or.jp/

（３）再生医療等の安全性の確保等に関する法律等に関する Q&A について
     再生医療等の安全性の確保等に関する法律等については、厚生労働省医政局からその取扱い

等が示されているが、今般、これらに関するQ&A（その 3）を定めたとのことである。

   詳細は、厚生労働省 HP を参照願いたい。

http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/iryou/saisei_iryou/

（４）医療機関等からの医薬品、医療機器又は再生医療等製品についての副作用、感染症及

び不具合報告の実施要領の改訂について
    今般、厚生労働省医薬・生活衛生局長から、旧局長通知の「医薬品・医療機器等安全性報告制

度」実施要領（報告様式を含む）について、以下のとおり改正したとの通知があったので、ご

確認願いたい。

  ＜主な改訂の内容＞ ※適用日：平成 28 年 4月 1日

1）報告先である（独）医薬品医療機器総合機構の組織改編により、ファックス等の宛先を「安

全第一部安全性情報課」から「安全第一部情報管理課」へ変更する

2）医薬品の報告様式において、「乳児を対象とした月齢。週齢」及び「ワクチンのロット番号」

の記入枠を新たに設ける詳細は、（独）医薬品医療機器総合機構 HP を参照願いたい。

URL https://www.pmda.go.jp/safety/reports/hcp/0001.html

［生涯教育］

   （１）平成 27 年度日本医師会生涯教育制度への申告について
標記について、日医雑誌 3月号に申告書用紙が同封されるが、本会では一括申告を実施して

いるので日医へ申告していただかなくてよい。5 月中旬に本会から各会員宛に取得単位票およ

び申告確認書を送付予定であるため、その際に受講記録を確認いただき、一括申告に同意いた

だきたい。

【保 険 部】
≪保険関係連絡事項≫

〔診療報酬改定関連通知〕

《改定関連情報掲載ホームページ》

  ①厚生労働省ホームページ「平成28 年度診療報酬改定について」

     http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000106421.html

  ②日医ホームページ「平成28 年度診療報酬改定に関する情報」

    http://www.med.or.jp/japanese/members/iryo/28kaitei/index.html

（１）平成 28 年度診療報酬改定に係る告示、通知について

    （3月 18 日付けで発出の告示、通知） 【日医常任理事通知（保 199）】

    （3月 25 日付けで発出の告示、通知等） 【日医常任理事通知（保 205）】

（２）平成 28 年度診療報酬改定関連通知の一部訂正及び官報掲載事項の一部訂正について

【日医常任理事通知（保 208）】

    （3月 31 日付け 厚生労働省保険局医療課事務連絡）

    （一部訂正通知の内容で診療所に関係する主な内容を、県医師会報４月号「保険」のページ

P.29～P.31 に掲載済）

（３）疑義解釈資料（その１）について 【日医常任理事通知（保 208）】

    （県医師会報４月号「保険診療Ｑ＆Ａ」のページ P.60～P.70 に抜粋記事を掲載済）

（４）平成 28 年度診療報酬改定に係る通知について 【日医常任理事通知（保 205）】

    （県医師会報４月号「保険」のページ P.38～P.41 および P.42～P.52 に掲載済）

  ①「医療保険と介護保険の給付調整に関する留意事項及び医療保険と介護保険の相互に関連する

事項等について」の一部改正について
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    ※平成 26 年 4 月版 医科点数表の解釈 P.1752〜P.1770 の内容と比較参照のこと

  ②「特別養護老人ホーム等における療養の給付の取扱いについて」の一部改正について

    ※平成 26 年 4 月版 医科点数表の解釈 P.1776〜P.1778 の内容と比較参照のこと

（５）「診療報酬請求書等の記載要領等について」等の一部改正について

  （3月 25日付け 保医発0325第 6号 厚生労働省保険局医療課長通知）【日医常任理事通知(保 205)】

    ※会員診療所、各病院には本会から直接送付予定

    ※レセプト、請求書の様式（社保・国保）→現時点では変更の連絡無し

（６）平成 28 年度労災診療費算定基準の一部改定について 【日医発第 10号（保 1）】

    （改定の概要のみ県医師会報４月号「保険」のページ P.34～P.35 に掲載済）

（７）平成 28 年度労災診療費算定基準の一部改定に伴う自賠責保険診療費算定基準（自

   賠責新基準）の取扱いについて 【日医常任理事通知（保 23）】

    （県医師会報５月号「保険」のページ掲載予定）

    ・自賠責新基準の取扱いについても本年 4月 1日から改定後の労災診療費算定基準に準じた

算定方法により請求する

〔診療報酬改定関連以外の通知〕

（８）「患者申出療養」の実施上の留意事項及び申出等の取扱いについて

【日医発第 1114 号（保 185）】

   ※厚生労働省ホームページも参照

http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000114800.html

（９）医薬品及び医療機器の費用対効果評価に関する取扱い等について

    （県医師会報４月号「保険」のページ P.33参照） 【日医発第 1125 号（保 189）】

（10）ゴールデンウィークに係る長期投与について
    （県医師会報４月号「保険」のページ P.53に掲載済）
  ・長期の旅行等特殊の事情がある場合において、必要があると認められるときは、１回 14 日分

を限度とされて    いる内服薬又は外用薬についても、旅程その他の事情を考慮し、必
要最小限の範囲において、１回30 日分を限度として投与して差し支えない、とされている

  ・「長期の旅行等特殊の事情」とは、①連休（ゴールデンウィークに限る）、②海外への渡航
（国内長期旅行は認められない）、③年末年始 を指す

(11) 滋賀県国民健康保険・後期高齢者医療一部負担金割合・被保険者証有効期限等一覧  

表について
  ・例年、国保連合会が作成している標記一覧表については、国保連合会から各医療機関あてに

直送される予定（5月 5日の増減点返戻通知書等発送時に同封）

(12) 社保支払基金滋賀支部における、平成 28 年度 診療報酬請求書等の受付締切日、診  

療報酬請求書等の返戻分等の発送予定日、診療報酬等の支払予定日について
    （県医師会報４月号「保険」のページ P.59に掲載済）

(13) 滋賀県国保連合会における、平成 28 年度 診療報酬請求書等の受付締切日、診療報  

酬請求書等の返戻分等の発送予定日について
    （県医師会報４月号「保険」のページ P.58に掲載済）

(14)全国土木建築国民健康保険組合における被保険者証の更新について
    （県医師会報４月号「保険」のページ P.33に掲載済）

  −全国土木建築国民健康保険組合／保険者番号１３３０３３−

  ・更新の時期：平成 28 年４月１日付け（有効期限：平成３０年３月３１日）

  ・新証の色：うぐいす色

  ・サイズ：カードサイズ

(15)医療機器の保険適用について（４月１日保険適用分）及び「医療機器の保険適用につ

いて」の一部訂正について

【】
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〔その他〕

(16) 資格関係誤りレセプトの発生防止について

  ・例年３月から４月にかけては、保険者の解散・合併、患者の就職・退職等で資格の変更が多

くなる。単なるレセコンデータの入力誤りだけではなく、窓口で「保険証の確認」を行い、診

療録等への転記を行っていても、レセコンデータの修正をせずに保険請求されている例が例年

見受けられるので、十分ご留意願いたい

(17) 各種施設基準の届出について

   ・開設者が変更になった場合、移転開設した場合、医療法人化した場合、診療所から病院ある

いは病院から診療所に変わった場合等は、従前の保険医療機関を廃止し、改めて新規指定申

請の手続きを行うことになる。このことに伴い、従前に届出していた健康保険法上の施設基

準等も改めて届出が必要となる。

     上記の届出を行わなかった場合は、届出が行われていないこととなり、届出漏れが判明し

た時点で、届出漏れの事項に係る診療報酬の返還請求が行われることになるので、十分ご留

意願いたい。

   ☆施設基準等の届出書提出先・問い合わせ先

      近畿厚生局滋賀事務所審査課

        〒520-0044 大津市京町三丁目 1-1 大津びわ湖合同庁舎６階 TEL077-526-8114

〔平成 28 年熊本地震関係通知〕

(18) 平成28年熊本県熊本市地方の地震による被災者に係る被保険者証等の提示等につい

て 【日医常任理事通知（保 12）】

(19)平成 28 年熊本地震による被災者に係る公費負担医療の取扱いについて

                       【日医常任理事通知（保 15）】

(20)平成 28 年熊本地震に関連する診療報酬の取扱いについて

                               【日医常任理事通知（保 16）】

(21) 平成 28 年熊本地震の被災に伴う保険診療関係等及び診療報酬の取扱いについて

                          【日医常任理事通知（保 18）】

(22) 平成 28 年熊本地震による被災者の「公害健康被害の補償等に関する法律」「水俣病

被害者の救済及び水俣病問題の解決に関する特別措置法」「石綿による健康被害の救

済に関する法律」等に係る公費負担医療等の取扱いについて

                          【日医常任理事通知（保 20）】

(23) 熊本県熊本地方を震源とする地震に伴う労災保険給付の請求に係る事務処理につい

て 【日医常任理事通知（保 21）】

《情報掲載ホームページ》

  日医ホームページ「地震などの災害時における保険診療等に関する情報」

     http://www1.med.or.jp/japanese/members/iryo/jishin/index.html

【小児保健部】

［学校保健］

（１）学校におけるてんかん発作時の座薬挿入について（情報提供）
標記について、児童生徒等にてんかん発作が起こった場合に、生命の危険が生じる可能性もあ

るため、所定の条件を満たした場合に限って、教職員が本人に代わり座薬挿入することは、医

師法第 17 条に違反しないと通達があったのでご了知願いたい。

（２）学校健診における運動器検診の事後措置の協力医名簿について
本年 4 月 1 日からの学校健診の健康診断項目に「四肢の状態」が新たに加わることになった

ことに伴い、今般、日本臨床整形外科学会から「四肢の状態」の「事後措置」に協力する各都

道府県代表者の連絡先及び運動器検診後の専門医受診協力医名簿について情報提供があった。
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都道府県代表者の連絡先名簿は、日本医師会 HP 会員向け文書管理システム 地Ⅱ226（発信

日：平成 28 年 3月 23 日）に掲載。

滋賀県の運動器検診後の専門医受診協力医名簿は本会にて保管。

（３）神奈川県医師会「運動器検診実施方法」・「成長曲線や肥満度を活用した発育の評価」

の関するリーフレットについて
標記について、神奈川県医師会学校医部会ならびに学校活動調査委員会において、リーフレ

ットを作成したとの案内があったので、参考のため情報提供します。

詳細は、神奈川県医師会 HP 学校医部会関連を参照。

URL http://www.kanagawa.med.or.jp/ibukai.html

【公衆衛生部】

［地域保健］

（１）日本脳炎の定期の予防接種の積極的な接種勧奨の取扱いについて
厚生科学審議会予防接種・ワクチン分科会基本方針部会委員からの意見を踏まえ、日本脳炎

の定期の予防接種の積極的な接種勧奨の取扱いを下記のとおりとした通知が発せられた。

①平成 28 年以降、当該年度中に 9 歳に達する者に対して、順次、第 2 期接種の積極的勧奨を

行う

②平成 28 年度に 18 歳となる（平成 10 年 4 月 2 日から平成 11 年 4月 1 日までに生まれた者）

については、第 2 期の接種が十分におこなわれていないことから、平成 28 年度中に積極的勧

奨を行う。

③その他、積極的勧奨の差し控えが行われた期間に、定期の予防接種の対象者であった者のう

ち、第一期接種を完了している者に対しては、市町村長等が実施可能な範囲で、第 2期接種の

積極的勧奨を行って差し支えない。

（２）感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に基づく法律第１２条第１項及び

  第５３条の１１第１項の規定に基づく届出について
感染症法の規定に基づき、医師は受診者が結核患者であると診断した時は、直ちにその患者

について、また病院の管理者は結核患者が入院したとき、または入院している結核患者が退院

したときは７日以内に当該患者について、それぞれ厚生労働省令で定める事項を最寄りの保健

所長に届け出なければならないこととされているが、法定期限を大幅に超えて当該届出がなさ

れている事例が散見されることから、今般、厚生労働省健康局結核感染症課から、法定期限を

遵守するよう依頼があったのでご留意願いたい。

（３）感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する医療に関する法律施行規則の一

部を改正する省令及び蚊媒介感染症に関する特定感染症予防指針の一部を改正する

件の施行について
感染療法に規定する特定感染症予防指針を定める感染症に「ジカウイルス感染症」を追加し、

蚊媒介感染症に関する特定感染症予防指針に「ジカウイルス感染症」に関する記述を追加し、

3月 30 日付で公布及び施行・適用されたので、ご了知願いたい。

（４）伊勢志摩サミット等開催に伴う感染症発生動向調査の徹底について
感染症法第 14 条第 1 項に基づき厚生労働省で定める疑似症については、原因不明の重症の

感染性呼吸器疾患及び、原因不明の感染性皮膚疾患等の発生動向を把握することを目的として、

疑似症定点として指定された医療機関からの届出情報を収集しているところであるが、今般、

警察庁警備局から伊勢志摩サミット等の開催に伴い、テロ未然防止対策を強化する観点から疑

似症の届出情報について、国立感染症研究所において監視することとしており、警備協力の要

望があった。ついては、その趣旨をご了知いただき、発生動向調査に一層の協力を願いたい。

G7 伊勢志摩サミット等開催日程等、詳細は日医会員宛て文書管理システム地Ⅲ5号に掲載

※草津市胃がん検診の方針について（小山茂樹 先生）
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４、平成 28 年 5 月の日程
    5 月理事会 ：日程調整中（決定次第報告）   草津栗東医師会会議室

G-P ﾈｯﾄ症例検討会議 :5月 26 日（木）16:00～ 草津商工会議所 2階役員会議室

   5 月 例 会 :5 月 28 日 (土) 14:30～     草津市立ｻﾝｻﾝﾎｰﾙ 3 階会議室

  定時総会   ：5月 28 日（土）16:00～     草津市立ｻﾝｻﾝﾎｰﾙ 3 階会議室

   役員選挙    ：5月 28 日（土）17:00～     草津市立ｻﾝｻﾝﾎｰﾙ 3 階会議室

   総会懇親会 ：5月 28 日（土）18:00～    魚寅楼

５、医協連絡事項

≪通常総代会のご案内≫
通常総代会を下記の日程にて開催させていただきます。

今回の会場は“クサツエストピアホテル”ですのでご注意ください。

ご案内については 5月初旬に医療機関宛てに送付いたします。

開催日 平成 28年 5 月 29 日（日）

会 場 クサツエストピアホテル

内 容
総代会 2F「瑞祥の間Ⅰ」 16 時 00分より

懇親会 2F「瑞祥の間Ⅱ」 17 時 45分より

なお、総代会の前に、第 17回 医協セミナーを開催いたします。

内容：「外来診療における疼痛治療 ～光線療法の応用～」

講師：木村 智政 先生（痛みの外来きむらクリニック院長）

時間：14 時 00 分より

※日本医師会生涯教育制度指定講習会（申請中）

お申し込みは 4月引去明細または医協ニュース 4月号折り込みのご案内にてお願します。

≪平成 28 年度上半期の制度融資利率について≫
平成28年度上半期(平成28年4月～平成28年9月)の融資貸付利率が下記のとおり決定いたしました。  

（平成 27 年度下半期より－0.15％）

ドクタープラチナム ドクタープラチナム フリー

資金使途 運転資金・医業に係る設備資金 等 自由資金（但し投機性資金を除く）

限度額 １２，０００万円 １，５００万円

期間 ２０年以内（据置１年以内） ７年以内

利率（最優遇） 変動金利 0.45％ 固定金利 1.15％ 変動金利 0.55％

返済方法 元金均等返済 元利均等返済

その他諸条件がございますので、詳細等は医協事務局までお問い合わせ下さい。

≪労働保険料率改定のご案内について≫
国会にて労働保険料率の改定が決定されました。平成 28 年度（平成 28 年 4月 1日～平成 29年 3 月 31

日）の労働保険料率は下記の通りです。

●保険料率

労災保険 雇用保険

事業主負担 全体 事業主 被保険者

旧料率 ３／１０００ １３．５／１０００ ８．５／１０００ ５／１０００

新料率 変更なし １1／１０００ ７／１０００ ４／１０００

※労働保険事務委託の医療機関様へは 4 月中旬に「年度更新のご案内」書類を送付させて頂いており

ますのでご確認の程宜しくお願い致します。














































































































